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既報 1)では，1971～2008 年の名古屋市内の河川・海域における底質中の重金属経年変動につ

いて報告した．本報告では，2012 年以降のデータを同様に取りまとめ，底質重金属汚染の長期

変動，短期変動および底生生物への影響について解析し，現在の重金属汚染の実態について言

及する．50 年間の長期的な傾向では，測定濃度が減少傾向を示す地点・項目が多く認められた

が，荒子川ポンプ所(1)，道徳橋(6)，潮見埠頭北(9)の地点では増加傾向となっていた．また，ERM, 

ERL 値との比較で，底生生物への影響を評価したところ，ERM 値を超過している元素が認めら

れる地点は，荒子川ポンプ所(1)，港新橋(4)，道徳橋(6)，潮見埠頭北(9)，開橋(11)，新川日の出

橋(13)，新東福橋(14)，南北橋(16)，堀川河口(18)，大江川河口(19)，荒子川沖(21)，中央埠頭沖(22)

であり，底生生物への悪影響が懸念された． 

 

 

は じ め に  

既報 1)において，1971～2008 年の市内定点観測地点

における底質中重金属濃度について報告した．その後

も，4 年に 1 度の頻度で，2020 年まで同様な調査を継

続している． 

本報告では，既報と同様底質中の重金属汚染の実態

を把握するとともに，データの散逸を防ぐ目的で，未

収載のデータをとりまとめ解析した． 

 

調 査 方 法  

1. 調査試料 
底質試料採取地点を図 1 に示した．試料採取は名古

屋港に流入する河川より 18 地点，名古屋港内で 10 地

点の合計 28 地点で行った．底質試料の採取は，エクマ

ンバージ型採泥器を用い，底質調査方法 2)に従い行っ

た．河川部では河川に架かる橋梁で流心付近の底質を

3 回採取混合し，港湾部では船舶にて移動し GPS にて

位置を特定し，3 回採取混合し分析試料とした．なお，

図 1 では，No.8, No.17 の地点が表示されているが，両

地点とも礫混じりの砂質試料であり，底質汚濁は認め

られないことから，1998 年の採泥をもって調査を終了

しているため，今回の報告からは除外した． 

 

 

 

 

 

 

図 1 底質試料採取地点 
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2. 測定項目および測定方法 
測定項目は，pH，強熱減量，鉄，マンガン，亜鉛，

銅，鉛，カドミウム，ニッケル，クロム，ヒ素，セレ

ン，水銀，アンチモン，モリブデンとした．分析方法

は底質調査方法 2)に従い，水銀を除く重金属の定量に

は，圧力容器分解法で前処理を行った後，ICP 発光分

析法（内部標準物質:タリウム）または ICP 質量分析法

（内部標準物質:インジウム）を適用した．水銀の定量

は硝酸-硫酸-過マンガン酸分解-還元気化原子吸光法

を適用した． 

3. 解析方法および評価方法 
既報と同様に測定値を対数変換後，回帰分析により，

長期的（1971～2020 年）傾向，短期的（2012～2020 年）

傾向を解析した．また，一部の元素は NOAA （National 

Oceanic and Atmospheric Administration:アメリカ海洋大

気庁）が示す底生生物への悪影響を及ぼす濃度ガイド

ライン値 3)と比較した．このガイドライン値は，過去

の底生生物の致死と重金属濃度との関連を述べた報告

例を集約し，ERL および ERM を決定している．ERL

値は悪影響があるとした報告例のうち低濃度側から

10%タイル値の濃度であり，この濃度以下では影響の

観測はまれであるとされている．一方，ERM 値は悪影

響があるとした報告例のうち低濃度側から 50%タイル

値の濃度であり，これ以上では影響が頻繁に認められ

るとされている．表 1 には底質重金属の生物影響ガイ

ドライン値を示した． 

         

調 査 結 果 お よ び 考 察  

各地点の 2012～2020 年の測定結果を表 2 に示した．

地点番号は既報と同様とした．一部地点で 2013 年に

測定を行っており，当該測定年を網掛け表示した．ま

たデータの網掛けは，既報と同様，濃いものは ERM を

超過していることを，薄いものは ERL を超過して，

ERM 未満であることを表している． 

1. 長期的な傾向 
表 3 に 1971～2020 年の測定結果で回帰分析を行い，

地点ごと・項目ごとに傾向を解析した結果を示した． 

地点ごとの全項目の傾向では，荒子川ポンプ所，道

徳橋，潮見埠頭北において，一様に増加傾向を示し，

東海橋，港新橋，新堀川日の出橋，天白大橋，開橋，

新川日の出橋，堀川河口，大江川河口，東亜合成沖，

荒子川沖，潮見埠頭東で，一様に減少傾向を示した．

他の地点は，統計的に有意な増減傾向が認められない

か，もしくは項目ごとに増減傾向が認められ一様な傾

向とは言えなかった．特に，潮見埠頭の外海側の地点

(24, 25, 26, 27, 28, 30)では，一様な傾向が認められる地

点は見あたらなかった． 

市内の河川部で一様な減少傾向が認められる地点

が多かったことは，下水道の整備もその一因となって

いるのではないかと考えられる． 

また，項目ごとに全地点の傾向を見ると，ヒ素，モ

リブデンで一様な増加傾向，鉛，カドミウム，水銀で

一様な減少傾向が認められた．減少している元素は，

RoHS 指令の対象物質となっており，PRTR による国内

での排出量も減少していることなどから，一様な減少

傾向を示していると考えられた． 

2. 短期的な傾向 
2012～2020 年の測定結果で回帰分析を行った結果

を表 4 に示した．データ数が少ないため有意な傾向が

認められたものは少なかったが，地点ごとでは，金城

埠頭，新川日の出橋，南北橋，潮見埠頭西，新日鉄沖

の地点で一様な増加傾向が，港新橋，開橋，明徳橋，

新東福橋，大江川河口，中央埠頭沖の地点で減少傾向

が認められた．項目ごとは，鉄，亜鉛，銅，ニッケル，

クロム，セレンで一様な増加傾向，マンガン，カドミ

ウムで減少傾向が認められた．これら増減が認められ

た地点および項目で，長期的な傾向と同様な傾向とな

ったのは，港新橋の水銀のみであった．したがって，

港新橋の水銀は，長期変動の中で，直近 9 年間でも減

少し続けていると考えられた．一方，他の地点や項目

に関しては，一時的な傾向として，増減が現れている

可能性が考えられた． 

 

表 1 底質重金属の生物影響ガイドライン値 

*ERL:(Effect Range-Low) 悪影響があるとした報告例の

うち低濃度側から 10%タイル値の濃度 

*ERM:(Effect Range-Median)悪影響があるとした報告例

のうち低濃度側から 50%タイル値の濃度 

Metal ERL ERM <ERL ERL-ERM >ERM
As 8.2 70 5.0 11.1 63.0
Cd 1.2 9.6 6.6 36.6 65.7
Cr 81 370 2.9 21.1 95.0
Cu 34 270 9.4 29.1 83.7
Pb 46.7 218 8.0 35.8 90.2
Hg 0.15 0.71 8.3 23.5 42.3
Ni 20.9 51.6 1.9 16.7 16.9
Ag 1.0 3.7 2.6 32.3 92.8
Zn 150 410 6.1 47.0 69.8

mg/kg

Guideline Percent incidence of effects
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3. 底生生物への影響ガイドライン値との比較

による底質環境の評価 
NOAA の底生生物への影響ガイドライン値との比

較するために，2008 年以前の各地点で元素ごとに ERM

超過割合または ERL 超過割合を算出し，2012 年以降

のデータについても同様な超過割合を算出した．両者

の割合を比較することで，地点ごとに底質環境が悪化

しているか，あるいは改善しているかの評価を行った．

その結果を表 5 に示した．以下に，地点ごとの評価結

果を述べる． 

荒子川ポンプ所では，ERM 超過割合は亜鉛，ニッケ

ルで増加し，他の元素では減少した．ERL 超過割合は

亜鉛，銅，鉛，カドミウム，クロム，ヒ素で増加し，

ニッケルは常時超過の高止まり状態であった．底質濃

度の長期的な傾向も増加傾向を示している元素が多く，

今後も底生生物への悪影響が懸念される． 

東海橋では，ERM，ERL 超過割合とも全元素で減少

しており，底質環境の改善が進行していると考えられ，

底生生物への悪影響は減少していた． 

小塩橋では，ERM 超過割合は全元素で減少し，ERL

超過割合は銅，カドミウム，ニッケルで増加し，亜鉛

では常時超過の高止まり状態であった．この地点では，

底生生物への悪影響を引き続き観察してゆく必要があ

る． 

港新橋では，ERM 超過割合は，銅で増加し，亜鉛，

ニッケルで高止まり状態であった．ERL 超過割合では

鉛，ヒ素で増加，亜鉛，銅，カドミウム，ニッケル，

クロムで高止まり状態であった．この地点は長期的に

は減少傾向を示す元素が多く底質環境は改善傾向であ

るが，ERM を超過している元素が多く，底生生物への

悪影響が懸念される． 

新堀川日の出橋では，ERM，ERL 超過割合とも全元

素で減少しており，底生生物への悪影響は減少してい

た． 

道徳橋では，ERM 超過割合が亜鉛，銅，ニッケルで

増加し，ERL 超過割合も水銀を除き全元素で増加して

いた．長期的な傾向でも増加傾向を示す元素が多く，

今後も底生生物への悪影響が懸念される． 

天白大橋では，ERM 超過割合が増加している元素は

認められなかったが，ERL 超過割合では，亜鉛，銅，

ニッケル，ヒ素で増加している．したがって，この地

点では底生生物への悪影響を引き続き観察してゆく必

要がある． 

潮見埠頭北では，ERM 超過割合で亜鉛が増加してい

た．ERL 超過割合では，亜鉛，銅，鉛，クロム，ヒ素，

水銀で増加していた．長期的な傾向でも増加傾向を示

している元素が多く，今後も底生生物への悪影響が懸

念される． 

金城埠頭では，ERM 超過割合が増加している元素は

認められず，ERL 超過割合では，亜鉛，銅，ニッケル，

ヒ素で増加していた．この地点では，底生生物への悪

影響を引き続き観察してゆく必要がある． 

開橋では，ERM 超過割合が銅，クロムが増加，亜鉛，

ニッケルが高止まり状態であり，ERL 超過割合では，

カドミウム，ヒ素で増加，水銀を除く残りの元素は高

止まりの状態であった．この地点は長期的には減少傾

向を示す元素が多く底質環境は改善傾向であるが，現

在，ERM を超過する元素が多く，今後も底生生物への

悪影響が懸念される． 

明徳橋では，ERM，ERL 超過割合とも全元素で減少

しており，底生生物への悪影響は減少していた． 

新川日の出橋では，ERM 超過割合が亜鉛，ニッケル

で増加していた．ERL 超過割合は鉛，クロムで増加し

ていた．この地点では短期的な傾向で増加している元

素があり，一時的かもしれないが，底生生物への悪影

響が懸念される． 

新東福橋では，ERM 超過割合が亜鉛で増加し，ERL

超過割合でも亜鉛，ヒ素，水銀で増加していた．長期

的にはヒ素の増加傾向があり，この地点も，今後底生

生物への悪影響が懸念される． 

新西福橋では，ERM 超過割合の増加は認められず，

ERL 超過割合は，亜鉛，カドミウムで増加した．この

地点では，底生生物への悪影響を引き続き観察してゆ

く必要がある． 

南北橋では，ERM 超過割合が亜鉛，銅で増加し，ニ

ッケルにおいては高止まりの状態であった．ERL 超過

割合は銅，ヒ素で増加し，亜鉛，カドミウム，ニッケ

ル，クロムでは高止まりの状態であった．この地点で

は，現在，ERM を超過する元素が多く，今後も底生生

物への悪影響が懸念される． 

堀川河口では，ERM 超過割合が亜鉛，ニッケルにお

いては高止まりの状態であり，ERL 超過割合はヒ素で

増加，亜鉛，銅，カドミウム，ニッケル，クロムで高

止まり状態であった．この地点は長期的には減少傾向

を示す元素が多く底質環境は改善傾向であるが，現在，

ERM を超過する元素が多く，今後も底生生物への悪影

響が懸念される． 

大江川河口では，ERM 超過割合が亜鉛で増加し，

ERL 超過割合では亜鉛，ヒ素で増加，銅，鉛，カドミ

ウム，クロムでは高止まりの状態であった．この地点
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は長期的には減少傾向を示す元素が多く底質環境は改

善傾向であるが，現在，ERM を超過する元素が多く，

今後も底生生物への悪影響が懸念される． 

東亜合成沖では，ERM 超過割合が増加した元素はな

く，ERL 超過割合では亜鉛が増加，銅が高止まりの状

態であった．この地点は長期的傾向で減少している元

素が多いため，徐々に底質環境が改善していると考え

られるが，ERL を超過している元素もあることから，

今後も底生生物への影響を観察してゆく必要がある． 

荒子川沖では，ERM 超過割合が亜鉛で増加していた．

ERL 超過割合は，鉛，水銀以外の元素で増加していた．

この地点では，亜鉛が ERM を超過し続けていること

から，今後も底生生物への悪影響が懸念される． 

中央埠頭沖では，ERM 超過割合が亜鉛，銅で増加し

ていた．ERL 超過割合は亜鉛，クロム，ヒ素で増加し，

銅，カドミウム，ニッケル，水銀で高止まりの状態で

あった．この地点は大きな変動がないため，ERM 超過

の元素が多く，今後も底生生物への悪影響が懸念され

る． 

潮見埠頭東では，ERM 超過割合が増加した元素は認

められなかった．ERL 超過割合はヒ素で増加，ニッケ

ルは高止まり状態であった．この地点では，長期的な

傾向も減少傾向を示す元素も多いことから，徐々に底

質環境が改善されていると思われるが，もう少し底生

生物への悪影響を引き続き観察してゆく必要がある． 

潮見埠頭西では，ERM 超過割合が増加した元素は認

められなかった．ERL 超過割合は，ニッケル，クロム，

ヒ素で増加，亜鉛，銅で高止まりの状態であった．こ

の地点では，長期的な傾向も大きな変動はなく，もう

少し底生生物への悪影響を引き続き観察してゆく必要

がある． 

潮見埠頭南では，ERM 超過割合が増加した元素は認

められなかった．ERL 超過割合は，亜鉛，ヒ素で増加，

銅は高止まり状態であった．この地点では，長期的な

傾向も大きな変動はなく，もう少し底生生物への悪影

響を引き続き観察してゆく必要がある． 

新日鉄沖では，ERM 超過割合の増加は認められなか

った．ERL 超過割合は，亜鉛，銅，ヒ素で増加した．

この地点では，短期的に亜鉛の増加傾向が認められ，

底生生物への悪影響は引き続き観察してゆく必要があ

る． 

金城埠頭南では，ERM 超過割合の増加は認められな

かった．ERL 超過割合は，亜鉛，銅，ヒ素で増加した． 

この地点では，長期的に銅の増加傾向が認められ，底

生生物への悪影響は引き続き観察してゆく必要がある． 

 防潮堤内では，ERM 超過割合の増加は認められなか

った．ERL 超過割合は，銅，カドミウムで増加した．

この地点では，長期的な傾向も大きな変動はなく，も

う少し底生生物への悪影響を引き続き観察してゆく必

要がある． 

 日光川沖では，ERM，ERL 超過割合とも全元素で減

少しており，底生生物への悪影響は減少していた． 

防潮堤外では，ERM 超過割合の増加は認められなか

った．ERL 超過割合は，亜鉛，銅，カドミウムで増加

した．この地点では，長期的な傾向も大きな変動はな

く，もう少し底生生物への悪影響を引き続き観察して

ゆく必要がある．また，名古屋港内では，全体的に ERL

の増加割合が，亜鉛，銅，カドミウム，ヒ素で増加し

ており，これらの元素の底質への蓄積が進行している

ことが考えられた． 

ま と め  

既報では，1971～2008 年の名古屋市内の河川・海域

における底質中の重金属経年変動について報告した．

本報告では，2012 年以降のデータを同様に取りまとめ

た．1971～2020 年の長期変動では，荒子川ポンプ所(1)，

道徳橋(6)，潮見埠頭北(9)において，一様な増加傾向を

示し，東海橋(2)，港新橋(4)，新堀川日の出橋(5)，天白

大橋(7)，開橋(11)，新川日の出橋(13)，堀川河口(18)，

大江川河口(19)，東亜合成沖(20)，荒子川沖(21)，潮見

埠頭東(23)で減少傾向を示した．減少傾向を示す地点

が多かったことは，市内の下水道整備もその一因とな

っていると推察された．2012～2020 年の短期変動では，

金城埠頭(10)，新川日の出橋(13)，南北橋(16)，潮見埠

頭西(24)，新日鉄沖(26)の地点で一様な増加傾向が，港

新橋(4)，開橋(11)，明徳橋(12)，新東福橋(14)，大江川

河口(19)，中央埠頭沖(22)の地点で減少傾向が認められ

た．NOAA の底質重金属濃度と生物影響ガイドライン

値との比較では，ERM 超過割合が増加または高止まり

して，更なる底生生物への影響が懸念される地点とし

て，荒子川ポンプ所(1)，港新橋(4)，道徳橋(6)，潮見埠

頭北(9)，開橋(11)，新川日の出橋(13)，新東福橋(14)，

南北橋(16)，堀川河口(18)，大江川河口(19)，荒子川沖

(21)，中央埠頭沖(22)が挙げられる．また，ERL 超過割

合のみ増加して，今後悪影響が増加する可能性から，

底生生物への影響を調査した方が望ましい地点として

は，小塩橋(3)，天白大橋(7)，新西福橋(15)，東亜合成

沖(20)，潮見埠頭東(23)，潮見埠頭西(24)，潮見埠頭南

(25)，新日鉄沖(26)，金城ふ頭南(27)，防潮堤内(28)，防
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潮堤外(30)が挙げられる．一方，ERL 超過割合も減少

して，底生生物への悪影響も減少したと思われる地点

としては，東海橋(2)，新堀川日の出橋(5)，金城埠頭(10)，

明徳橋(12)，日光川沖(29)が挙げられる． 
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表 2 各地点の測定結果一覧 

   :ERM 超過   :ERL 超過 
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△：危険率 5%以内で有意な増加傾向 ▽：危険率 5%以内で有意な減少傾向 

▲：危険率 1%以内で有意な増加傾向 ▼：危険率 1%以内で有意な減少傾向 空欄：統計的な有意差が認められない

     
        

表 3 長期的(1971～2020 年)な底質重金属の増減傾向 

△：危険率 5%以内で有意な増加傾向 ▽：危険率 5%以内で有意な減少傾向 

▲：危険率 1%以内で有意な増加傾向 ▼：危険率 1%以内で有意な減少傾向 空欄：統計的な有意差が認められない

     
        

No. 地点名 強熱減量 Fe Mn Zn Cu Pb Cd Ni Cr As Se Hg Sb Mo
1 荒子川ポンプ所 ▲ △ ▲ ▲ △ △ ▲

2 東海橋 ▽

3 小塩橋 △ ▽

4 港新橋 ▼ ▼ ▼ ▽ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

5 新堀川日の出橋 ▼ ▼ ▽ ▼ ▼ ▼

6 道徳橋 ▲ △ △ △ △ △ ▲ △

7 天白大橋 ▼ ▼ ▽ ▽ ▼

9 潮見埠頭北 ▲ ▲ △ ▲ ▲

10 金城埠頭 ▽ ▽ △

11 開橋 ▽ ▼ ▼

12 明徳橋

13 新川日の出橋 ▽ ▽

14 新東福橋 ▲ ▽ △

15 新西福橋 ▼ ▽ ▽ ▽ ▼ ▼ ▼ ▼ ▽ ▲

16 南北橋 △ ▲ ▼ △

18 堀川河口 ▼ ▼ ▽ ▼ ▼ ▼

19 大江川河口 ▽ ▼ ▼

20 東亞合成沖 ▽ ▼ ▽ ▼ ▼ ▼ ▼ ▽ ▽ ▼

21 荒子川沖 ▼

22 中央埠頭沖

23 潮見埠頭東 ▼ ▼ ▽ ▼ ▽ ▼ ▽ ▼ ▼ △

24 潮見埠頭西

25 潮見埠頭南 ▲ ▽

26 新日鉄沖 ▼ △

27 金城埠頭南 △ ▽ ▼

28 防潮堤内 △ ▼

29 日光川沖 ▲ ▼

30 防潮堤外 ▲ ▽ ▽

表 4 短期的(2012～2020 年)な底質重金属の増減傾向 
No. 地点名 強熱減量 Fe Mn Zn Cu Pb Cd Ni Cr As Se Hg Sb Mo

1 荒子川ポンプ所

2 東海橋 ▽ △

3 小塩橋 ▽ △ △ △

4 港新橋 ▽

5 新堀川日の出橋

6 道徳橋 ▲ ▼

7 天白大橋

9 潮見埠頭北

10 金城埠頭 △

11 開橋 ▽

12 明徳橋 ▽

13 新川日の出橋 ▲ ▲ △ △

14 新東福橋 ▼

15 新西福橋

16 南北橋 △

18 堀川河口

19 大江川河口 ▽

20 東亞合成沖

21 荒子川沖

22 中央埠頭沖 ▽

23 潮見埠頭東

24 潮見埠頭西 ▲

25 潮見埠頭南

26 新日鉄沖 △

27 金城埠頭南

28 防潮堤内

29 日光川沖

30 防潮堤外
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   表 5  2008 年以前と 2012 年以降データの ERM,ERL 超過割合の比較 

No. 地点 Zn Cu Pb Cd Ni Cr As Hg Zn Cu Pb Cd Ni Cr As Hg
1 荒子川ポンプ所 ▲   ▲  ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲  

2 東海橋            

3 小塩橋       ▲ ▲  ▲ ▲    

4 港新橋 ▲ ▲  ▲   ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲  

5 新堀川日の出橋              

6 道徳橋 ▲ ▲  ▲   ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲  

7 天白大橋    ▲ ▲   ▲  ▲  

9 潮見埠頭北 ▲    ▲ ▲ ▲   ▲ ▲ ▲

10 金城埠頭       ▲ ▲   ▲  ▲  

11 開橋 ▲ ▲   ▲ ▲   ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲  

12 明徳橋          

13 新川日の出橋 ▲ ▲   ▲   ▲   

14 新東福橋 ▲  ▲      ▲ ▲

15 新西福橋   ▲   ▲    

16 南北橋 ▲ ▲   ▲   ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ ▲  

18 堀川河口 ▲    ▲   ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ ▲  

19 大江川河口 ▲       ▲ ▲ ▲ ▲  ▲ ▲  

20 東亞合成沖        ▲ ▲       

21 荒子川沖 ▲      ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ ▲  

22 中央埠頭沖 ▲ ▲   ▲ ▲  ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

23 潮見埠頭東        ▲  ▲  

24 潮見埠頭西     ▲ ▲   ▲ ▲ ▲  

25 潮見埠頭南    ▲ ▲     ▲  

26 新日鉄沖  ▲ ▲     ▲  

27 金城埠頭南 ▲ ▲    ▲  

28 防潮堤内   ▲  ▲   

29 日光川沖           

30 防潮堤外  ▲ ▲  ▲   

ERM ERL

▲：超過割合の増加または高止まり状態  空欄：超過割合の減少または超過なし 
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